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００１ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

市民活動で伝えてきた「ゆるい終活」 

木村奈美

終活ノオト・きむらなみ（丸亀市市民活動登録名） 

キーワード: 終活 市民活動 地域

1．活動の趣旨

終活が当たり前の世の中になってほしいと

願い、元気なうちに考えることや選択肢を

知り主体的に生きるなど、“今をよりよく

生きる”ことに気づいてもらえるような活

動をしてきた。また、自分の気持ちを言葉

にすることによって「心の孤独や孤立」を

なくしたい。 

2．活動期間 

2019 年～2025 年「ゆるい終活新聞」を制

作しコミュニティセンターなどに置く 

2022 年～丸亀市マルタスなどで「ゆるい

終活の集い」など市民活動 

2025 年 7 月、広報まるがめ「エンディン

グノート特集」される 

3．活動の様子 

2019 年から「ゆるい終活新聞」を制作

し、近くのコミュニティセンターなどに置

いてもらう。（2025 年春、一旦休止） 

2022 年丸亀市市民活動登録し、マルタス

などで終活入門講座やもしもの話をする機

会となるカードゲーム、ワークショップ、

WishList（ウイッシュリスト）を書いても

らい発表するなど多彩なイベントを主催。 

縁起でもないと思われる終活が当たり前の

世の中になってほしいと願い、全戸配布さ

れる広報まるがめ「エンディングノート特

集」を丸亀市女性議会で伝えて叶う。 

4．活動成果 

元気なうちに考える、自分の気持ちを言葉

にする、選択肢を知り主体的に生きるな

ど、終活は亡くなったあとのことだけでは

なく“今をよりよく生きる”ことを考える機

会と認知されてきた。またエンディングノ

ートを書くことで自分の気持ちと向き合う

大切さも時代とともに認知され、現役世代

や若い世代も終活をライフプランと捉えて

興味を持ってきた。また市民活動や地域・

まちづくり、福祉に興味を持つ人との繋が

りが増えた。一人ひとりが自分の人生と向

き合うことは自助の一歩でもあり、地域や

行政の抱える課題をやわらげる地域社会の

予防的アプローチにもつながる。 

5．今後の課題と展望 

当事者視点の一市民の立場で仕事と家庭の

間で活動を続けてきたが、思いだけで活動

することの限界を感じている。子どもが不

登校ひきこもりになり、より「心の孤独・

孤立問題」に課題を持ち、声に出せない思

いを言葉にすることで①社会への一歩、②

行政や NPO 等へ本当の言葉を届けるな

ど、持続可能なカタチを作ってみたい。 
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００２ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

童話創作という私の居場所 

    逸見万葉 

  やさしいハイヒール 

キーワード:童話創作活動、多様性の尊重、居場所づくりの輪

1．活動の趣旨

 筆者は肢体不自由当事者である。幼少期

より体を動かして遊ぶことが難しいことか

ら、絵本や児童文学に親しんできた。自身

が社会人となり童話創作を趣味として始め

た。その童話創作活動のつながりの輪を広

げたく、今回発表の機会をいただく運びと

なった。「やさしいハイヒール」という任

意団体名には、筆者の夢である「ハイヒー

ルを履いて街を歩くこと、童話作家になる

ことと、世界がやさしく、平和であります

ように、という祈りを重ねて込めている。 

2．活動期間 

2024 年春から現在まで 

3．活動の様子 

 今回の発表を契機として立ち上げた任意

団体であるため、まだ具体的な活動の様子

を述べる事はできない。しかし、昨年春か

ら 3 作ほどの童話創作をしている。題材は

第 1 作目がとうもろこし、第 2 作目が神

様、第 3 作目がおかねのなる木、である。

今回の発表では、第 2 作目を朗読する。 

4．活動成果 

 第 2 作目となる『あなた色にこんにち

は』は改稿を 70 回以上も重ねた渾身の作

品である。ケンカばかりしている神様アム

とホンが、老神ティムに促されて「自分の

色」を探しに人間界へ旅をする、というス

トーリーの本作。アムとホンが出逢う人間

たち（朱・蒼馬・桃香・翠薫）との交流を

通じて、個性とは何か、多様性を尊重する

とはどういうことかを筆者なりに描いたつ

もりである。また、なにより筆者自身が本

作の創作を通じて、「童話創作って楽し

い」「ライフワークにしたい」という思い

を強くした。その意味において童話創作は

私の「居場所」といえると考える。 

5．今後の課題と展望 

 作品の感想をもらうなど、筆者の周囲に

は少しずつ筆者の活動を応援してくれる

人々が増えつつある。しかし、より多くの

文筆活動が好きな方々とつながる必要があ

ると考える。また、本作を「アンデルセン

のメルヘン大賞」に応募中であり、応募の

記念に童話モチーフのブローチを、あるハ

ンドメイド作家さんにオーダーして作って

いただいた。そちらも併せて展示している

ためご興味のある方は是非ご覧ください。 

一緒に、童話創作をしませんか？ 

私の居場所があなたの居場所になることを

願って…… 
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００３ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

三豊市福祉課の小さな福祉活動報告 

「人をつなぐ、福祉課の仕事」 

山中 英 

(所属・団体名) 三豊市健康福祉部福祉課 

キーワード:人をつなげる、人がつながる

1．活動の趣旨

市民一人ひとりが安心して自分らしく暮ら

せる地域づくりを目的に、福祉・保健・医

療など多分野が連携した包括的な支援を行

っています。高齢者、障害者、子ども、生

活困窮者など、さまざまな立場の人が抱え

る課題に対し、相談や訪問を通じて寄り添

いながら支援を実施し、地域全体で支え合

う仕組みの構築を進めています。 

2．活動期間 

平日日中 8:30～17:15 

3．活動の様子 

保健師や社会福祉士が地域に出向き、健

康・生活・福祉など幅広い相談に応じてい

ます。日常の困りごとを早期に発見し、必

要に応じて医療機関や地域包括支援センタ

ー、民生委員などと連携しながら支援を実

施しています。住民に寄り添った支援を通

じて、地域全体で支え合う安心な暮らしの

実現を目指しています。 

4．活動成果 

支援が必要な人への早期対応が進み、孤立

の防止や生活の安定につなげています。関

係機関との連携が深まり、地域全体で支え

る体制を構築していきます。今後も継続的

な支援と地域連携の強化をすすめていきま

す。 

5．今後の課題と展望 

支援ニーズの多様化に対応するため、地域

全体での支援体制づくりが求められます。

特に、制度のはざまにある人への支援や、

関係機関間の情報共有の強化が重要です。

誰もが安心して暮らせる「三豊市」を目指

していきます。 
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００４ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

地域共生社会の実現を目指して 

    鳥首 咲也香・豊嶋 柚月 

(四国学院大学専門学校・学生ボランティア) 

キーワード: 場の提供、人間力の向上、専門学校の役割

1．活動の趣旨

四国学院大学専門学校 2 年課程の専門学校

です。福祉学科で国家資格である介護福祉

士の資格取得を目指しながら学生ボランテ

ィアとして活動しています。 

介護福祉士を養成している学校として 

「地域共生社会の実現を目指すために」 

①専門学校として求められている役割

②これから社会人として活躍する学生の

人間力向上 ③専門学校の認知度向上など

が目的 

2．活動期間 

主な活動は、毎月 1 回オレンジかふぇ「お

いでまぃ」の開催と随時、行政や自治体、

地域や福祉団体などのイベント、事業所や

施設行事に参加しています。 

3．活動の様子 

内容としては、外出・活躍の場、相談の

場、出会いの場として専門職によるサポー

ト、認知症に関する講話、学生による介護

予防体操やレクリーション、ボランティア

の活躍・発表の場を企画し運営している。 

カフェをコンセプトにゆっくりとおしゃべ

りをする時間を設け、学生と一緒にコーヒ

ーやお茶を飲み、お菓子を食べながら身近

な話や世間話をしたり、脳トレやトラン

プ、ゲームなど、各テーブルで好きなこと

をしながら認知症に関係なく楽しい時間を

過ごしています。 

4．活動成果 

認知症当事者だけでなく、ご家族や地域住

民の方々が一緒に認知症について気軽に話

すことができ、認知症について理解を深め

るための楽しい場所を提供しており、若い

学生が運営していることが他の「オレンジ

かふぇ」にはない楽しみであり、専門学校

に関心を持って下さる方も増えました。 

また、学生の①知的能力②社会・対人関係

力③自己抑制力が成長できていると感じら

れるようになりました。 

5．今後の課題と展望 

認知度が低いため広報活動を充実させ、 

活動に賛同して下さる個人や団体などを募

り、地域全体で共生社会の実現を目指して

いく必要があります。 
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００5 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

ひとり立ちしていく力を育む居場所づくり 

山中いづみ 
NPO法人 自立援助ホーム 

自立援助ホームの目的 

保護者の不在や養育困難、不適切な養

育、虐待、配偶者等による暴力(DV)など

によって適切な養育環境を保てず、困難状

況におかれているなど、安心して自分をゆ

だねられる大人がいない青少年たちに、こ

うした状況の解決や緩和をめざして、住ま

いの提供、日常生活の相談と援助、生活指

導、就学・就労支援などを行い、家庭がな

い、家庭にいることができない少年・少女

たちが「自立すること」を最終目標におい

て生活をする居場所づくりをしている。 

自立援助ホームの活動 

彼らの意向を尊重したうえで、児童相談

所を通じて自立援助ホームへの受け入れを

行っている。 

入所後は、基本的生活習慣や社会的スキ

ルを身に着ける生活支援、メンタル面をサ

ポートし、安心して生活できる環境を提供

する心理的サポート、自立した生活を送る

ために、就労や学校との橋渡しを行う就

労・就学支援、きめ細かい支援を行い自尊

心を育むことを重視する個別支援の活動を

通じて、彼らが自立した生活を送るための

基盤を築くことを目指している。 

自立援助ホームに必要なこと 

自立援助ホームにやってきた青少年たち

は、自分で選ぶことができなかった厳しい

養育環境をやっとの思いでくぐり抜けてき

ているため、必然的に否定的な行為を表出

してしまうことも多い。自傷や他害を問わ

ず、危険な行為に及ぶ場合もある。自立援

助ホームでは、「しつけ」や「指導」を優

先するのではなく、彼らの自尊心が育まれ

る受容的、支持的関わりを中心とした支援

を行なわなければならない。 

日々の支援には関係者と連携を図り、彼

らたちが社会に出てからの暮らしを見通し

た支援を行うとともに、自立援助ホームを

退所したあとも、長くかかわりを持ち続

け、帰属意識を持つことができる存在にな

っていくことが重要である。そのために、

スタッフは彼らたちと一緒に生活していく

中で日々丁寧な関係作りを心がけている。 
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００６ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

ママの笑顔が地域を変える
  〜ミカママスクールアンサンブルの小さな福祉活動〜 

上原 美香 
(ミカママスクールアンサンブル)

キーワード: 共感・つながり・居場所

1． 活動の趣旨
「ミカママカフェ」は、障害児や発
達障害児を育てる保護者が、安心し
て語り合い、共感し合える“居場所”
です。ABA（応用行動分析）の考え
方をわかりやすく伝え、家庭でもで
きる関わり方を学びながら、「食」や
「心のケア」も大切にしています。
食事で体を整え、ABA で行動を支
え、心のケアで安心を育む、三方向
からのサポートを続けています。

2． 活動期間  
2020 年 4 月に「ママカフェフラット
高松」として活動をスタート。2022
年 10 月に「ミカママカフェ」と改称
し、2024 年 3 月からは「ミカママス
クールアンサンブル」として、音楽
や食育を交えた活動へ発展しまし
た。

3． 活動の様子  
香川県高松市の国分寺町社会福祉協
議会、景色のきれいなカフェ、オン
ラインなどで開催しています。毎回
テーマを決め、「子育ての困りごとあ
るある」を語り合うおしゃべり会を
中心に、食の体験や ABA 的アドバイ
スも取り入れています。話す・食べ
る・学ぶを通して、ママたちが笑顔
を取り戻し、地域のつながりが広が
っています。

4． 活動成果  
「この場があってよかった」「同じ経
験を持つ人と出会えて救われた」な
どの声が寄せられています。SNS を
通じて全国の保護者ともつながり、
香川と愛知など地域を超えた支え合
いの輪が生まれています。ABA 的視
点と食のレッスンを通じて、ママ自
身が“自分を責めない”“子どもの成長
を信じられる”ようになり、家庭に笑
顔が増えています。 

5． 今後の課題と展望  
今後は「食育」「ABA」「心のケア」
を組み合わせた講座を増やし、全国
のママたちとつながるオンライン版
を発展させたいです。画面越しでも
笑顔で共感し合える“居場所”を広
げ、「孤立しない子育て」「つながる
福祉」を育てていきます。 
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００８ 四国学院大学 第２回小さな福祉活動実践報告会 

精神保健福祉ボランティア「もえぎの会」の活動について 

紀伊 博美・久米 章禄 

(精神保健福祉ボランティア「もえぎの会」) 

キーワード:精神障がい者支援、地域に根ざした活動、モットーは普通のおじさん・おばさん

1．活動の趣旨

こころの病は特別な人がかかるものではな

く、だれもがかかる可能性がある病気で

す。こころの病気があるということで生き

づらさを抱えながら生活をされている方々

がいます。 

そういう方たちと共に、住み慣れた地域で

生き生きと暮らすことができるように活動

を続けていきたいと思っています。 

2．活動期間 

平成 8年に丸亀保健所（現中讃保健福祉事

務所）主催の精神保健福祉ボランティア講

座をきっかけに「こころのボランティア」

として活動を始め、平成 10年からグルー

プ名を「もえぎの会」として本格的なボラ

ンティア活動を始め、現在の会員数 33

名。 

3．活動の様子 

・定例会（月 1回）

・機関紙発行（毎月）

・関係機関への支援

・地域への普及啓発

・研修旅行（毎年）

・その他

4．活動成果 

地域に住む精神障がい者に寄り添うことが

出来ている。 

5．今後の課題と展望 

会員の高齢化により現状のボランティア活

動を維持することが困難になってきてい

る。 
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喪失とともに生きるということ～地域全体で考えるグリーフケア，グリーフサポート 

(特定非営利活動法人グリーフサポートてらすば 代表理事 秋山美智子) 

グリーフケア，グリーフサポート，大切な存在を失ったあなたへ 

1．活動の趣旨

大切な人やものをなくしたとき，一人で抱
え込んだり，専門職だけがその痛みを支え
るのではなく，地域全体でサポートがある
社会（コンパッション・コミュニティ）を
醸成するために活動をしています。死別や
さまざまな喪失を経験した当事者が，多様
な表現（言語，非言語とも）を用いて思い
を表す場を地域に提供し，グリーフ への
社会的理解の促進とサポート体制の構築を
図っています。当事者や支援者，地域住民
が相互に支え合いながら，「誰もがグリー
フを大切に抱えながら生きやすい社会」を
目指しています。

１）大切な人，ものなどを失うことによって生じるその

人なりの自然な反応，感情，プロセスのこと 

2．活動期間・頻度・様子 

①啓発イベント（毎年 10 月）

流産・死産等で赤ちゃんを亡くされた方の
キャンドルナイトを主催。手紙の展示や灯
をともし，想いを寄せる時間を提供

②きょうだいたちのグリーフワーク

亡くなった兄弟姉妹を持つ子どもたちが，
安心して非言語表現できる場を開催 

③講演・研修の実施（随時）

医療者や福祉職，行政職員，学生向けにグ
リーフケアに関する学びを提供

④個別サポート（毎月）

分かち合いの会や個別相談を実施 

３．活動成果（定性的：分かち合いの会参
加者，ボランティアの声） 

・安心して悲しみを語れる場ができた。同
じ経験を持つ人と出会えて，ひとりじゃな
いと思えた。気持ちの浮き沈みが激しくお
かしくなったと思っていたけど，グリーフ
の知識を知ってほっとした（死別当事者）

・グリーフの視点や事例を知り，今後の支
援にいかしたいと思った（医療者）

・初めて知ることばかりで，死や喪失への
偏見に気づいた（大学生ボランティア）

・将来医療者になった時に，この学びや体
験が必ず活かすことができると感じた。学
生の内に経験できたのは貴重（高校生ボラ
ンティア）

といった声が寄せられています。 

行政や医療，NPO との協働も始まり，地
域福祉へのインパクトが少しずつ広がりつ
あります。 

４．今後の課題と展望 

グリーフサポートの担い手不足です。誰も
が経験する喪失について，当たり前に支援
先やグリーフの基本的知識，情報を手に取
ることができるように，次世代や地域住民
もともに考え，医療・福祉・行政・地域で
互いに支え合う暮らしを願っています。 

・当事者支援の継続性（資金・人材）

・グリーフに対する社会的理解の不足

・学生や専門職との協働による体制拡充

・痛みを表現する文化を地域に広げる啓発

１） 
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